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秋
元
律
郎
著

『
日
本
社
会
学
史
－
形
成
過
程
と
思
想
構
造
1
』

o

　
「
過
去
と
の
一
方
的
な
断
絶
を
拒
否
し
、
問
題
の
批
判
的
継
承
の
う
ち
に
、

自
己
の
課
題
を
設
定
し
て
い
く
」
（
本
書
、
七
頁
）
作
業
は
、
極
め
て
大
切
な
こ

と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
困
難
で
地
味
な
仕
事
で
も
あ
る
の
で
、
し
ば
し

ば
回
避
さ
れ
忘
却
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
一
五
年
戦
争
終
戦
直
後
の
一

方
的
な
断
絶
、
弾
劾
の
学
説
史
・
学
史
批
判
、
研
究
か
ら
こ
こ
約
十
年
来
わ
が

国
の
社
会
学
界
に
お
い
て
も
漸
く
着
実
に
「
反
省
と
注
視
」
の
も
と
に
辛
抱
強

い
学
史
研
究
が
展
開
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
単
純
に
歴

史
は
繰
り
返
す
と
は
考
え
な
い
が
、
ひ
ろ
く
先
学
が
さ
ま
ざ
ま
の
重
要
な
歴
史

的
問
題
状
況
に
ど
う
対
応
し
ど
の
よ
う
に
歩
ん
だ
か
を
可
能
な
か
ぎ
り
内
在
的

に
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
ら
の
生
き
ざ
ま
と
歴
史
の
歩
み
を
あ
ら

た
め
て
さ
ら
け
だ
し
模
索
せ
し
め
る
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
本
書
『
日
本
社
会
学
史
ー
形
成
過
程
と
思
想
構
造
ー
』
は
、
河
村
望
『
日
本

社
会
学
史
研
究
（
上
．
下
）
』
（
一
九
七
三
年
、
一
九
七
五
年
）
、
斉
藤
正
二
　
『
日
本

社
会
学
成
立
史
の
研
究
』
（
一
九
七
六
年
）
等
と
共
に
、
わ
が
国
の
最
近
の
社
会

　
　
　
紹
介
と
批
評

学
史
研
究
の
大
き
な
成
果
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
本
書
の
特
徴
は
、
近

代
日
本
の
社
会
学
形
成
展
開
過
程
に
つ
い
て
　
「
市
民
社
会
論
」
「
市
民
科
学
」

を
基
軸
と
す
る
そ
の
思
想
史
的
検
討
と
内
在
的
批
判
を
一
貫
し
て
試
み
て
お
ら

れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
社
会
学
生
成
の
思
想
的
基
盤
が
、
近
代
自
然
法
、
経
験
的

社
会
論
、
社
会
有
機
体
説
、
の
い
ず
れ
に
求
め
ら
れ
る
か
と
い
う
対
立
的
で
論

争
的
設
定
よ
り
も
、
近
代
の
「
市
民
社
会
の
危
機
と
再
組
織
」
の
う
ち
に
広
く

「
近
代
市
民
社
会
の
科
学
的
自
己
意
識
」
（
そ
の
近
代
社
会
科
学
の
一
部
門
）
と
し

て
成
立
契
機
し
て
く
る
思
想
史
上
の
動
き
に
焦
点
を
あ
て
て
社
会
学
の
歩
み
を

跡
づ
け
よ
う
と
意
図
さ
れ
る
（
序
章
）
。
こ
の
基
本
的
視
座
は
、
著
者
が
『
ド
イ

ツ
社
会
学
思
想
の
形
成
と
展
開
－
市
民
社
会
論
研
究
1
』
（
一
九
七
六
年
）

で
示
し
て
い
た
視
座
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
ド
イ
ツ
市
民
社
会
の
後
進

性
」
と
そ
こ
で
の
「
社
会
学
の
特
殊
性
」
、
そ
し
て
本
書
『
日
本
社
会
学
史
』

に
お
い
て
も
歴
史
的
条
件
の
特
殊
性
・
日
本
的
「
市
民
社
会
」
の
も
つ
問
題
性

の
ゆ
え
に
、
日
本
の
社
会
学
の
形
成
と
展
開
が
「
国
家
と
抱
合
関
係
の
う
ち
に

発
達
を
し
い
ら
れ
」
「
市
民
科
学
と
し
て
み
ず
か
ら
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に

失
敗
し
て
き
た
」
歩
み
と
し
て
見
据
え
る
。

　
学
史
研
究
に
お
い
て
も
、
思
想
ー
理
論
体
系
－
方
法
－
－
歴
史
的
社
会
的
現

実
（
歴
史
的
・
社
会
的
な
規
定
条
件
、
存
在
、
対
象
、
観
察
）
の
相
互
の
媒
介
と
緊

張
の
関
係
を
通
じ
て
こ
そ
分
析
が
深
め
ら
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書

で
と
ら
れ
て
い
る
分
析
は
、
「
学
説
史
が
、
科
学
の
歴
史
で
あ
る
以
上
、
こ
う

し
た
歴
史
的
・
社
会
的
な
規
定
条
件
が
分
析
の
前
提
に
な
る
と
し
て
も
、
主
題

は
、
あ
く
ま
で
も
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
思
想
や
理
論
体
系
の
内
在
的
な
批
判
を

と
お
し
て
、
そ
の
科
学
の
し
め
し
た
発
展
の
方
向
と
課
題
を
よ
み
と
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
八
六
三
）



紹
介
と
批
評

に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
」
（
序
章
、
四
頁
）
。
河
村
望
『
日
本
社
会
学
史
研
究
』

が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら
歴
史
的
・
社
会
的
規
定
条
件
、
す
な
わ
ち
日
本

資
本
主
義
の
構
造
的
特
殊
性
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
規
定
さ
れ
た
「
日
本
社
会

学
の
特
殊
性
」
、
「
絶
対
主
義
的
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
歪
曲
さ
れ

た
過
程
の
日
本
社
会
学
史
の
特
殊
性
を
捉
え
て
い
た
の
に
対
比
し
て
、
本
書
で

は
む
し
ろ
歴
史
的
な
規
制
要
因
の
も
と
に
お
け
る
近
代
日
本
の
社
会
学
の
思
想

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

史
的
営
為
の
内
在
的
批
判
に
こ
そ
主
た
る
関
心
が
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従

つ
て
、
学
史
研
究
は
、
思
想
ー
理
論
体
系
ー
方
法
ー
歴
史
的
社
会
的
現
実
の
相

互
媒
介
の
輪
を
さ
ま
ざ
ま
に
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
さ
せ
て
再
検
討
し
て
い
く
こ

と
は
可
能
で
あ
り
一
層
必
要
な
こ
と
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
思
想
史
的

背
景
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
制
約
、
そ
し
て
存
在
拘
束
性
か
ら
免
れ
難
い
こ
と
だ

と
し
て
も
、
今
日
「
社
会
学
の
危
機
」
「
危
機
の
社
会
学
」
、
さ
ま
ざ
ま
の
「
新

し
い
社
会
学
」
が
叫
ば
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
思
想
史
的

背
景
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
制
約
、
歴
史
的
社
会
的
諸
条
件
、
理
論
体
系
と
方
法

等
を
本
書
の
試
み
の
よ
う
に
丹
念
に
再
考
察
し
て
い
く
こ
と
は
是
非
と
も
必
要

な
こ
と
で
あ
る
。

　
著
者
の
秋
元
律
郎
氏
に
は
『
シ
ュ
タ
イ
ソ
ー
人
と
業
績
ー
』
（
有
斐
閣
）
、

『
現
代
ド
イ
ッ
社
会
学
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
、
『
現
代
都
市
の
権
力
構

造
』
（
青
木
書
店
）
、
『
地
域
政
治
と
住
民
』
（
潮
出
版
）
、
『
戦
争
と
民
衆
』
（
学
陽
書

房
）
、
『
政
治
社
会
学
序
説
』
（
早
大
出
版
部
）
、
（
共
同
編
著
）
『
現
代
社
会
と
政
治
体

系
』
（
時
潮
社
）
、
前
掲
『
ド
イ
ッ
社
会
学
思
想
の
形
成
と
展
開
』
（
早
稲
田
大
学
出

版
部
）
等
の
著
書
、
そ
の
他
訳
書
多
数
が
あ
り
、
知
識
社
会
学
・
政
治
社
会
学
・
都

市
社
会
学
の
領
域
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
、
今
回
ま
た
『
日
本
社
会
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
　
　
（
八
六
四
）

史
』
を
上
梓
な
さ
れ
た
著
者
の
絶
え
ざ
る
研
鐙
に
深
く
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

ω

多
少
と
も
概
略
的
に
な
る
が
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と

に
し
よ
う
。
ま
ず
、
本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

序
章

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

日
本
社
会
学
史
研
究
の
間
題
点

明
治
啓
蒙
思
想
と
導
入
期
の
社
会
学

社
会
進
化
論
と
有
機
体
説

社
会
問
題
の
発
生
と
明
治
社
会
主
義

心
理
学
的
社
会
学
と
個
別
科
学
の
胎
動

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
新
中
間
階
級
論

市
民
社
会
論
の
展
開
と
そ
の
挫
折

戦
前
に
お
け
る
理
論
社
会
学
の
展
開

戦
時
下
に
お
け
る
社
会
学
と
現
実
へ
の
対
応

　
日
本
社
会
学
史
年
表

　
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
著
者
の
本
書
で
の
主
題
は
、
「
近
代
市
民
社
会
の

自
己
意
識
」
と
し
て
形
成
展
開
し
て
く
る
は
ず
の
社
会
科
学
、
社
会
学
が
、
わ

が
国
に
お
い
て
は
市
民
社
会
の
成
立
を
め
ぐ
る
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
諸
条
件

の
も
と
で
、
「
近
代
社
会
科
学
の
導
入
に
あ
ら
わ
れ
る
西
欧
へ
の
　
「
追
随
」
の

過
程
」
と
「
導
入
理
論
の
「
読
み
か
え
」
」
の
過
程
と
い
う
二
重
の
過
程
の
う

ち
に
帰
す
る
と
こ
ろ
「
市
民
科
学
と
し
て
の
形
成
に
失
敗
」
し
、
家
族
国
家
観

や
国
家
科
学
に
堕
し
変
質
し
て
い
く
思
想
史
的
な
動
き
を
内
在
的
に
批
判
し
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
歴
史
的
・
社
会
的
な
規
定
条
件
、
思
想
と
理
論
の



導
入
過
程
に
み
ら
れ
る
二
重
の
過
程
、
内
在
的
批
判
と
い
う
主
要
な
考
察
軸
に

よ
る
分
析
枠
が
、
「
序
章
」
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
「
第
一
章
　
明
治
啓
蒙
思
想
と
導
入
期
の
社
会
学
」
で
は
、
日
本
に

お
け
る
啓
蒙
思
想
が
、
な
に
よ
り
も
対
外
的
危
機
を
背
景
と
し
つ
つ
も
、
自
然

法
的
な
「
天
賦
人
権
」
の
観
念
、
人
間
の
感
性
的
「
自
然
」
の
解
放
、
現
世
的

な
幸
福
追
求
の
肯
定
、
進
歩
に
た
い
す
る
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
信
仰
な

ど
と
い
つ
た
点
で
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
主
義
と
か
な
り
の
共
通
性
と
思
想

に
お
け
る
変
革
性
と
を
も
ち
な
が
ら
、
彼
ら
の
「
社
会
」
概
念
、
「
社
会
観
」

は
極
め
て
未
定
着
で
推
移
的
・
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
富
国
強
兵
、
近
代
国

家
の
形
成
と
い
う
現
実
的
要
請
と
「
現
実
に
お
け
る
市
民
階
級
の
不
在
」
及
び

「
真
の
市
民
社
会
の
担
い
手
に
た
い
す
る
理
解
の
な
さ
」
の
も
と
に
思
想
的
限

界
を
し
め
し
て
い
く
動
き
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
啓
蒙
思
想
、
天
賦
人
権
の

思
想
は
、
加
藤
弘
之
・
外
山
正
一
・
有
賀
長
雄
の
例
に
如
実
に
み
ら
れ
る
ご
と

く
、
歴
史
的
・
社
会
的
現
実
の
前
に
優
勝
劣
敗
説
的
な
進
化
論
と
国
家
有
機
体

説
へ
と
読
み
か
え
ら
れ
変
容
し
「
社
会
学
」
は
自
由
民
権
運
動
へ
の
対
抗
性
を

強
め
、
そ
の
保
守
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
性
格
を
色
濃
く

し
て
い
く
。
わ
が
国
の
社
会
学
形
成
の
基
盤
を
自
由
民
権
運
動
に
さ
ぐ
り
求
め

よ
う
と
す
る
見
解
（
武
田
良
三
、
斎
藤
正
二
、
早
瀬
利
雄
等
）
に
対
し
て
、
著
者
は

わ
が
国
の
「
社
会
学
は
自
由
民
権
運
動
と
の
対
抗
関
係
の
う
ち
に
、
み
ず
か
ら

の
体
系
化
を
は
か
つ
て
い
つ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
し
、
ま
た
事
実
に
そ

く
し
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
。
」
、
「
こ
う
」
た
視
点
に
た
つ
か
ぎ
り
、
け
つ
し

て
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
学
は
、
「
市
民
社
会
の
自
己
意
識
」
の
科
学
と
し
て

成
立
し
た
と
は
い
え
な
い
し
、
そ
う
し
た
志
向
性
を
も
つ
た
も
の
と
し
て
と
ら

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
三
五
頁
）
と
述
べ
本
書
の
基
本
的
な
立
場
が
示
さ
れ

る
。　

「
第
二
章
　
社
会
進
化
論
と
有
機
体
説
」
で
は
H
・
ス
ペ
ソ
サ
ー
の
社
会
進

化
論
に
お
け
る
進
歩
性
と
保
守
性
と
い
う
二
面
性
、
コ
ン
ト
の
社
会
有
機
体
説

に
触
れ
つ
つ
、
有
賀
長
雄
、
建
部
遜
吾
等
に
よ
つ
て
、
保
守
的
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
、
強
国
国
家
主
義
、
講
壇
的
・
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
強
め
、
「
進
化
論
に

よ
つ
て
自
然
法
的
思
考
を
押
し
殺
す
一
方
、
有
機
体
説
の
名
分
の
も
と
に
既
存

の
支
配
秩
序
を
合
理
化
し
、
こ
れ
を
規
範
化
し
て
い
く
」
超
科
学
的
な
家
族
国

家
論
、
国
体
社
会
学
の
体
系
化
が
図
ら
れ
て
い
く
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
近
代
資
本
主
義
と
近
代
国
家
の
確
立
過
程

の
も
と
で
の
社
会
問
題
の
発
生
、
そ
し
て
建
部
ら
を
中
心
と
し
た
国
家
有
機
体

説
に
よ
る
偏
狭
な
理
論
体
系
化
、
諸
外
国
で
の
新
た
な
社
会
理
論
化
の
試
み
と

広
が
り
等
は
新
た
な
動
き
を
模
索
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
か
つ
た
。
本
書
で
は

明
治
後
半
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
そ
れ
ら
の
重
要
な
動
き
の
一
つ
と
し
て

「
第
三
章
　
社
会
問
題
の
発
生
と
明
治
社
会
主
義
」
を
お
ぎ
、
心
理
学
的
社
会

学
等
欧
米
社
会
学
の
理
論
紹
介
導
入
、
社
会
問
題
へ
の
接
近
の
試
み
を
「
第

四
章
　
心
理
学
的
社
会
学
と
個
別
科
学
の
胎
動
」
を
設
け
て
い
る
。

　
日
清
戦
争
後
の
社
会
問
題
（
貧
困
問
題
・
労
働
問
題
・
都
市
問
題
・
そ
し
て
日
露

戦
争
反
戦
等
）
の
発
生
し
て
い
く
状
況
の
も
と
で
、
社
会
変
革
・
社
会
改
良
を

め
ぐ
る
思
想
的
対
応
と
実
践
的
対
応
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
一
八
九
六
年
（
明

治
二
九
）
の
社
会
政
策
研
究
会
（
「
社
会
政
策
学
会
」
）
、
同
年
の
「
社
会
学
会
」
、
一

八
九
八
年
の
「
社
会
学
研
究
会
」
等
は
相
対
し
て
「
講
壇
社
会
学
や
社
会
政
策

学
を
中
心
と
す
る
社
会
の
調
和
国
家
の
発
展
を
め
ざ
す
「
上
か
ら
」
の
社
会
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
＝
　
　
（
八
六
五
）
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介
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良
の
う
ご
き
」
と
し
て
出
現
し
て
く
る
し
、
一
八
九
八
年
の
「
社
会
問
題
研
究

会
」
、
翌
年
の
「
社
会
主
義
研
究
会
」
、
一
九
〇
〇
年
そ
の
「
社
会
主
義
協
会
」

へ
の
改
組
、
一
九
〇
一
年
五
月
「
社
会
民
主
党
」
結
成
と
即
日
禁
止
、
一
九
〇

三
年
の
「
平
民
社
」
設
立
等
は
社
会
主
義
形
成
の
思
想
的
対
応
と
実
践
的
対
応

を
示
す
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
研
究
団
体
・
実
践
団
体
に
み
る
二

つ
の
潮
流
は
両
極
を
な
す
動
き
と
は
い
え
、
当
初
に
は
多
分
に
多
様
に
雑
多
し
、

「
社
会
学
の
原
理
、
社
会
主
義
、
社
会
問
題
等
」
の
研
究
と
実
践
的
対
応
と
が

混
在
し
つ
つ
、
激
動
の
う
ち
に
確
立
さ
れ
て
い
く
資
本
主
義
と
「
家
族
主
義
、
家

長
専
制
主
義
の
膨
張
し
た
る
君
主
専
制
主
義
」
（
木
下
尚
江
「
日
本
国
民
の
大
誘

惑
」
『
新
紀
元
』
一
九
〇
六
年
一
〇
月
一
〇
日
）
と
し
て
の
天
皇
制
の
も
と
に
、
両

者
は
対
抗
性
を
強
め
、
共
に
「
分
裂
」
を
繰
り
返
し
て
い
つ
た
。
片
山
潜
、
安

部
磯
雄
、
岸
本
能
武
太
、
幸
徳
秋
水
、
木
下
尚
江
ら
の
明
治
社
会
主
義
が
、
そ

の
思
想
的
雑
多
性
、
日
本
資
本
主
義
の
未
発
達
と
導
入
理
論
の
未
消
化
に
よ
る

未
成
熟
さ
と
観
念
性
、
彼
ら
の
社
会
主
義
自
体
の
社
会
進
化
論
・
有
機
体
説
に

よ
る
呪
縛
的
制
約
等
の
性
格
、
労
働
者
階
級
の
未
成
熟
と
共
に
労
働
者
階
級
を

基
盤
と
し
な
い
先
駆
的
な
知
識
分
子
に
担
わ
れ
た
い
わ
ば
「
上
か
ら
」
の
労
働

運
動
、
社
会
主
義
運
動
指
導
（
こ
の
点
で
木
下
尚
江
は
「
社
会
主
義
は
労
働
者
の
要

求
だ
と
言
ふ
標
榜
だ
が
、
従
来
日
本
の
社
会
主
義
者
は
労
働
者
で
は
無
く
、
殆
ど
皆
な
放

逸
の
遊
民
だ
…
…
運
動
と
言
へ
ば
、
第
一
が
新
聞
、
其
れ
か
ら
著
書
、
演
説
と
言
つ
た
や

う
な
種
類
で
、
其
外
に
は
何
も
無
か
つ
た
」
と
い
う
。
『
東
京
社
会
新
聞
』
　
一
九
〇
八
年

九
月
一
五
日
。
本
書
一
〇
八
頁
）
、
治
安
警
察
法
制
定
に
よ
る
取
締
弾
圧
等
に
よ
つ

て
「
分
裂
」
を
繰
り
返
し
圧
迫
さ
れ
、
あ
る
人
々
は
犠
牲
に
さ
れ
て
い
つ
た

（
第
三
章
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
　
　
（
八
六
六
）

　
「
第
四
章
　
心
理
学
的
社
会
学
と
個
別
科
学
の
胎
動
」
で
は
、
社
会
有
機
体

説
か
ら
の
離
脱
の
動
き
を
中
心
に
、
遠
藤
隆
吉
、
樋
口
秀
雄
、
小
林
郁
、
そ
し

て
米
田
庄
太
郎
ら
に
よ
る
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
心
理
学
的
社
会

学
の
導
入
と
展
開
と
い
う
社
会
学
の
新
た
な
潮
流
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
心
理
学
的
社
会
学
の
動
き
は
、
産
業
資
本
の
確
立
と
重
化
学
工
業
化
の

も
と
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
形
成
と
都
市
へ
の
定
着
化
、
社
会
問
題
の
激

化
、
民
本
主
義
の
胎
動
を
背
景
に
、
「
硬
直
化
」
き
つ
た
建
部
流
の
社
会
有
機

体
説
か
ら
社
会
学
を
解
き
放
ち
」
、
科
学
性
・
理
論
性
を
も
ち
得
る
　
「
個
別
科

学
と
し
て
の
社
会
学
の
樹
立
の
道
を
つ
け
て
い
つ
た
こ
と
」
（
一
二
八
頁
）
で
評

価
さ
れ
る
。
ま
た
米
田
の
社
会
学
を
、
「
転
形
期
に
あ
る
わ
が
国
の
社
会
学
を
、

彼
の
欧
米
社
会
学
の
幅
ひ
ろ
い
紹
介
と
導
入
の
う
ち
に
わ
が
国
独
自
の
社
会
学

樹
立
を
悲
願
と
し
て
純
粋
な
近
代
社
会
科
学
と
し
て
方
向
づ
け
て
い
つ
た
」
と

適
切
に
評
価
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
し
、
筆
者
は
こ
の
系
譜

を
更
に
一
九
二
〇
年
代
前
後
を
中
心
に
広
く
掘
り
起
し
て
い
く
べ
ぎ
だ
と
も
考

え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
動
き
も
、
市
民
社
会
の
自
己
意
識
と
し
て
の
社
会
学
の

も
つ
本
質
的
な
性
格
を
、
そ
の
根
底
か
ら
問
い
た
だ
す
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
進

ん
だ
わ
け
で
は
な
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
著
者
の
基
本
的
な
位
置

づ
け
は
第
五
章
以
下
に
お
い
て
も
変
ら
な
い
。

　
特
に
第
一
次
大
戦
を
契
機
に
民
衆
騒
擾
、
労
働
運
動
、
社
会
運
動
の
増
勢
、

更
に
急
速
に
進
行
す
る
産
業
化
－
都
市
化
の
波
の
な
か
で
「
中
流
の
名
を
も
つ

て
呼
ば
れ
る
貧
民
階
級
」
（
与
謝
野
晶
子
）
を
め
ぐ
つ
て
一
九
二
〇
年
代
に
大
き

く
ひ
き
だ
さ
れ
て
く
る
新
中
間
階
級
・
知
識
階
級
の
出
現
等
を
背
景
に
「
第
五

章
　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
新
中
間
階
級
論
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ



こ
て
は
、
こ
の
期
に
お
い
て
現
代
社
会
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
原
型
の
現
出
状

況
、
そ
し
て
思
想
の
上
で
十
分
な
抵
抗
性
を
も
ち
え
ず
先
ぽ
そ
り
し
て
い
く

「
近
代
主
義
」
の
動
き
を
、
む
し
ろ
遡
及
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。
特
に
吉
野

や
米
田
庄
太
郎
の
「
民
本
主
義
」
、
遠
藤
隆
吉
の
「
人
文
主
義
」
に
つ
い
て
触

れ
て
い
る
が
、
「
民
本
主
義
」
と
「
民
主
主
義
」
と
を
区
別
L
て
用
い
、
「
主
権

の
所
在
を
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
概
念
か
ら
引
き
離
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
天
皇
主
権

の
明
治
憲
法
と
の
抵
触
を
避
け
、
実
際
の
政
治
の
運
用
面
か
ら
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
実
現
を
は
か
つ
て
い
こ
う
」
（
一
五
二
頁
）
と
し
、
「
民
本
主
義
を
国
体
に
反
し

な
い
と
す
る
主
張
は
、
吉
野
作
造
や
米
田
庄
太
郎
に
か
ぎ
ら
ず
、
福
田
徳
三
、

柏
木
義
円
、
副
島
義
一
、
あ
る
い
は
浮
田
和
民
ら
に
も
同
じ
よ
う
に
み
る
こ
と

が
で
き
る
」
（
一
五
四
頁
）
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
意
識
の
面
に
お
い
て
合
理
化
を

み
な
が
ら
も
、
生
活
や
思
想
の
う
え
で
の
変
革
性
を
も
つ
こ
と
の
で
き
な
か
つ

た
近
代
主
義
の
も
ろ
さ
の
一
方
で
、
他
方
著
者
が
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
期

と
称
さ
れ
る
中
に
、
「
思
想
の
潮
流
を
い
ろ
ど
る
多
様
な
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
分

岐
」
を
と
ら
え
、
す
で
に
反
動
と
し
て
の
革
新
右
翼
の
動
き
を
指
摘
し
、
や
が

て
軍
部
や
官
僚
、
半
官
団
体
と
の
む
す
び
つ
き
を
図
つ
て
勢
力
拡
大
と
滲
透
を

進
め
、
昭
和
フ
ア
シ
ズ
ム
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
く
胎
動
に
言
及
し
て
お
ら
れ

る
（
一
四
八
～
一
四
九
頁
）
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
建
部
遜
吾
ら
は
　
「
国
体
社
会

学
」
の
立
場
か
ら
民
本
主
義
へ
の
敵
対
性
を
つ
よ
め
て
い
た
。

　
こ
の
期
に
は
、
ま
た
社
会
運
動
と
の
関
連
で
新
中
間
階
級
論
が
盛
ん
と
な

り
、
こ
こ
で
は
米
田
庄
太
郎
の
そ
の
知
的
エ
リ
ー
ト
主
義
の
立
場
、
森
本
厚
吉

の
新
中
間
階
級
中
堅
論
、
山
川
均
の
中
間
階
級
滅
亡
論
、
更
に
高
田
保
馬
、
松

本
潤
一
郎
の
階
級
論
に
も
触
れ
、
「
当
時
の
社
会
学
は
、
新
中
間
階
級
に
た
い

　
　
　
紹
介
と
批
評

し
て
も
、
ま
た
こ
れ
を
包
む
日
本
資
本
主
義
の
将
来
に
対
す
る
認
識
に
お
い
て

も
、
ぎ
わ
め
て
楽
観
的
で
あ
り
、
危
機
感
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」
（
一
六
二
頁
）
と
鋭
く
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
第
六
章
　
市
民
社
会
論
の
展
開
と
そ
の
挫
折
」
は
、
一
九
三
〇
年
代
前
半

期
に
お
け
る
社
会
学
の
対
応
を
焦
点
に
し
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
慢
性
的

な
経
済
不
況
、
階
級
対
立
の
激
化
、
社
会
的
激
動
に
お
し
つ
め
ら
れ
た
焦
燥
感
、

さ
ま
ざ
ま
の
思
想
潮
流
の
進
退
と
曲
折
等
が
あ
り
、
危
機
の
意
識
に
導
か
れ
つ

つ
あ
ら
た
な
現
実
と
の
対
応
が
せ
ま
ら
れ
て
い
た
。
社
会
学
に
お
け
る
現
実
化

の
企
て
は
、
ま
ず
よ
う
や
く
科
学
的
純
化
の
も
と
に
自
立
性
を
あ
た
え
ら
れ
つ

つ
あ
つ
た
形
式
社
会
学
の
現
実
認
識
の
希
薄
さ
、
観
念
性
、
一
般
的
形
式
性
、

静
学
的
方
法
等
に
批
判
が
向
け
ら
れ
現
実
科
学
へ
の
志
向
が
強
調
さ
れ
て
い

く
。
そ
れ
は
文
化
社
会
学
、
知
識
社
会
学
、
歴
史
社
会
学
、
そ
し
て
マ
ル
ク
ス

主
義
の
導
入
受
容
と
そ
れ
ら
へ
の
強
い
関
心
へ
と
急
傾
斜
し
て
い
つ
た
（
一
九

一
一
二
年
の
戸
坂
潤
．
佐
藤
慶
二
・
樺
俊
雄
ら
に
よ
る
「
社
会
学
研
究
会
」
の
創
立
）
。
そ

し
て
現
実
科
学
へ
の
志
向
過
程
で
、
奇
妙
に
も
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
的
な
理
論
的

結
合
と
解
釈
上
の
楼
小
化
に
よ
り
無
媒
介
的
に
　
「
転
換
期
の
意
識
」
「
危
機
の

理
論
」
と
し
て
文
化
社
会
学
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
「
癒
着
」
と
「
相
互
補
完

の
幻
想
」
（
加
田
哲
二
、
松
本
潤
一
郎
等
）
、
他
方
あ
ま
り
に
も
性
急
な
イ
デ
オ
p

ギ
ー
批
判
に
も
と
づ
く
「
社
会
学
批
判
」
「
社
会
学
の
自
己
否
定
」
と
し
て
の
史

的
唯
物
論
と
社
会
学
の
　
「
分
離
」
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
論
争
（
「
唯
物
論
研
究
会
」
、

清
水
幾
太
郎
、
早
瀬
利
雄
等
）
の
動
き
が
短
い
期
間
の
中
で
ほ
ぽ
同
時
的
に
お
こ

な
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
す
で
に
一
五
年
戦
争
の
轍
の
も
と
に
あ
り
、
現
実
分
析
の
視
角
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
　
（
八
六
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
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欠
い
た
焦
燥
的
危
機
意
識
、
歴
史
的
法
則
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
観
念
的
信
奉

と
沈
身
、
理
論
的
・
方
法
的
検
討
を
欠
い
た
あ
ま
り
に
も
性
急
で
攻
撃
的
な
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
批
判
は
、
思
想
的
に
も
、
現
実
的
に
も
挫
折
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な

か
つ
た
。
だ
が
、
視
点
を
変
え
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
迂
回
的
で
苦
難
の
道
程
で
あ

っ
た
に
し
ろ
、
こ
の
期
に
清
水
・
早
瀬
・
新
明
正
道
ら
に
よ
る
日
本
の
社
会
学

成
立
の
思
想
史
検
討
（
二
〇
三
ー
二
一
〇
頁
）
、
「
史
的
唯
物
論
と
社
会
学
と
の
あ

た
ら
し
い
関
係
を
追
究
し
て
い
く
可
能
性
」
の
萌
芽
、
社
会
科
学
方
法
論
・
理

解
社
会
学
・
歴
史
社
会
学
等
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
（
一
二
〇
⊥
二
三
頁
）
等
、

戦
後
社
会
学
の
展
開
に
連
ら
な
る
伏
線
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

　
　
「
第
七
章
　
戦
前
に
お
け
る
理
論
社
会
学
の
展
開
」
で
は
、
著
者
は
こ
こ
で

も
「
戦
前
の
理
論
社
会
学
と
戦
後
の
展
開
の
あ
い
だ
に
み
ら
れ
る
深
い
淵
と
断

続
性
と
も
い
い
う
る
ほ
ど
の
非
連
続
性
を
み
る
と
き
、
…
…
戦
前
の
理
論
社
会

蔦
学
に
た
い
す
る
検
討
は
、
け
つ
し
て
学
史
的
な
関
心
領
域
に
と
ど
め
ら
れ
な

い
」
（
二
五
七
頁
）
と
い
う
鋭
い
問
題
意
識
か
ら
戦
前
の
理
論
社
会
学
の
展
開
を

と
り
あ
げ
て
い
る
。
特
に
高
田
保
馬
の
理
論
社
会
学
・
社
会
関
係
論
・
第
三
史

観
・
勢
力
論
、
新
明
正
道
の
「
総
合
社
会
学
」
・
「
行
為
関
連
」
、
松
本
潤
一
郎

の
「
全
体
と
し
て
の
社
会
の
科
学
」
「
総
社
会
学
」
等
を
跡
づ
け
て
い
る
。

　
終
章
で
は
「
第
八
章
　
戦
時
下
に
お
け
る
社
会
学
と
現
実
へ
の
対
応
」
を
検

討
し
て
い
る
。
満
州
事
変
後
、
加
速
度
的
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
が
進
行
す
る
過
程

で
、
日
本
の
社
会
科
学
、
社
会
学
も
危
機
感
と
思
想
的
対
立
を
深
め
、
一
種
の

混
迷
状
態
を
う
み
出
し
て
い
つ
た
。
確
か
に
こ
の
時
期
に
は
戸
田
貞
三
、
鈴
木

栄
太
郎
、
有
賀
喜
左
衛
門
ら
に
よ
る
家
族
お
よ
び
農
村
研
究
、
牧
野
巽
、
清
水

盛
光
、
大
山
彦
一
、
福
武
直
ら
の
中
国
農
村
お
よ
び
家
族
の
研
究
、
奥
井
復
太
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一
四
　
　
（
八
六
八
）

郎
に
よ
る
都
市
研
究
等
の
注
目
す
べ
き
実
証
的
調
査
研
究
も
み
ら
れ
た
。
だ

が
、
現
実
と
の
危
機
的
対
応
の
中
で
大
き
く
現
実
的
課
題
と
さ
れ
て
い
く
フ
ァ

シ
ズ
ム
論
、
技
術
論
、
人
種
・
民
族
論
、
国
家
論
等
も
あ
く
ま
で
「
…
…
論
」

で
あ
り
現
実
の
動
き
と
は
疎
遠
な
分
析
で
あ
り
、
「
い
く
つ
か
の
精
力
的
な
分

析
と
理
論
構
成
を
み
な
が
ら
も
、
結
局
、
い
ず
れ
も
現
実
の
つ
よ
い
牽
引
力
に

耐
え
き
れ
ず
、
み
ず
か
ら
そ
の
科
学
性
を
喪
失
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
」
（
二

八
五
頁
）
。
や
が
て
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
の
勃
発
は
、
軍
国
主
義
の
暗
い
影

を
ま
す
ま
す
現
実
の
も
の
と
し
て
戦
時
体
制
を
強
め
て
い
つ
た
事
態
の
も
と

で
、
総
力
戦
理
論
、
戦
争
社
会
学
、
日
本
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
皇
道
主
義
イ

デ
オ
ロ
ギ
！
が
緊
急
に
現
実
の
課
題
、
時
局
の
要
請
と
な
つ
て
流
し
込
ま
れ
て
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い
つ
た
。
著
者
は
こ
れ
ら
の
動
き
を
「
現
実
へ
追
随
と
導
入
理
論
へ
の
も
た
れ

か
か
り
」
（
二
九
四
頁
）
（
傍
点
筆
者
）
で
あ
る
と
し
て
厳
し
く
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
こ
と
は
い
つ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、

社
会
科
学
が
国
家
権
力
の
も
と
に
一
元
化
さ
れ
、
そ
れ
へ
の
追
随
と
自
己
正
当

化
だ
け
を
も
と
め
ら
れ
た
と
ぎ
、
現
実
に
接
近
し
て
い
こ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
の
は
、
科
学
的
な
臆
病
さ
と
そ
こ
か
ら
く
る
思
想
の
澗

渇
状
態
で
し
か
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
対
象
か
ら
身
を
引
き
離
す
こ

と
を
せ
ず
、
無
条
件
に
現
実
に
も
た
れ
か
か
つ
て
、
こ
れ
に
理
論
を
適
合
さ
せ

て
い
こ
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
が
い
か
に
権
力
の
仕
掛
け
た
罠
に
か
か
り
や
す

い
も
の
で
あ
つ
た
か
、
戦
争
社
会
学
の
展
開
は
、
こ
れ
を
見
事
に
し
め
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
（
二
九
四
頁
）
。
更
に
日
本
主
義
社
会
学
、
国
体
社

会
学
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
「
戦
時
下
に
急
い
で
身
に
つ
け
た
も
の
と
い
う
よ

り
は
、
こ
の
時
期
ま
で
に
た
え
ず
強
化
を
は
か
ら
れ
て
ぎ
た
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ



ギ
ー
の
再
生
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
つ
た
」
（
二
九
九
頁
）
の
で
あ
り
、

「
思
想
史
的
に
は
、
け
つ
し
て
あ
た
ら
し
い
も
の
で
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る

反
合
理
主
義
的
社
会
観
の
展
開
の
う
ち
に
、
色
濃
く
そ
の
性
格
を
し
る
し
て
き

て
い
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
代
自
然
法
思
想
を
社
会
進
化
論
の
も

と
に
否
定
し
、
有
機
体
の
名
の
も
と
に
国
家
を
絶
対
的
優
位
に
お
い
た
建
部
の

社
会
学
な
ど
は
、
思
想
的
に
国
体
思
想
の
土
壌
を
い
ち
は
や
く
準
備
し
た
も
の

で
あ
つ
た
」
（
三
〇
六
頁
）
と
い
う
指
摘
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
ん
だ
特
色
あ
る

日
本
社
会
学
史
研
究
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

㊧

　
以
上
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
概
括
的
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
本
書
と
先
に

出
版
さ
れ
た
河
村
望
氏
の
　
『
日
本
社
会
学
史
研
究
（
上
・
下
）
』
（
一
九
七
三
年
・

一
九
七
五
年
）
と
比
較
す
る
と
き
、
最
終
的
に
は
戦
前
の
日
本
社
会
学
史
が
「
市

民
社
会
の
科
学
的
自
己
意
識
」
と
し
て
の
社
会
学
は
成
立
し
得
ず
「
絶
対
主
義

的
天
皇
制
イ
デ
オ
・
ギ
ー
」
の
性
格
づ
け
を
色
濃
く
し
て
い
つ
た
と
い
う
点
で

は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
各
々
の
分
析
の
構
図

及
び
内
容
は
明
ら
か
に
異
な
つ
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
は
、
す
で
に
み
て
き

た
よ
う
に
、
ω
日
本
の
社
会
学
形
成
を
市
民
社
会
の
成
立
を
め
ぐ
る
そ
の
歴
史

的
・
社
会
的
諸
条
件
と
の
関
連
で
そ
の
思
想
史
的
検
討
批
判
を
む
し
ろ
内
在
的

に
試
み
よ
う
と
し
た
こ
と
、
O
D
よ
り
具
体
的
に
は
、
市
民
主
義
と
国
体
・
国
家

主
義
と
の
相
克
の
う
ち
に
、
社
会
問
題
と
社
会
運
動
、
社
会
学
の
形
成
と
個
別

分
化
、
理
論
社
会
学
、
国
体
社
会
学
、
文
化
・
知
識
・
歴
史
社
会
学
、
マ
ル
ク

ス
主
義
等
の
動
き
を
跡
づ
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
㈹
そ
れ
ら
の
動
き
に
か
な

　
　
　
紹
介
と
批
評

り
共
通
し
て
い
る
の
は
「
現
実
へ
の
追
随
と
外
国
理
論
へ
の
も
た
れ
か
か
り
」

「
読
み
か
え
」
で
あ
る
こ
と
、
㈹
日
本
主
義
社
会
学
、
国
体
社
会
学
は
「
思
想

史
的
に
は
、
け
つ
し
て
あ
た
ら
し
い
も
の
で
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
反
合
理

主
義
的
社
会
観
の
展
開
の
う
ち
に
、
色
濃
く
そ
の
性
格
を
し
る
し
て
き
て
い
た

も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
更
に
いゆ
こ
れ
ら
諸
学
派
と
個
々
の
学
者
の
思
想
史
的
検

討
と
分
析
が
彪
大
な
文
献
資
料
の
渉
猟
と
柔
軟
で
し
か
も
根
気
あ
る
検
討
批
判

に
よ
つ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
に
本
書
の
大
ぎ
な
特
色
を
み
る
だ
ろ

う
。　

最
後
に
、
「
読
み
が
浅
い
」
と
お
叱
り
を
受
け
る
の
を
敢
え
て
覚
悟
し
て
社

会
学
史
研
究
に
関
心
を
寄
せ
る
一
人
と
し
て
二
、
三
の
感
想
を
付
け
加
え
て
お

き
た
い
。
冒
頭
で
も
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
書
は
「
市
民
社
会
の
成
立
を

め
ぐ
る
そ
の
歴
史
的
・
社
会
的
諸
条
件
が
ど
の
よ
う
に
近
代
社
会
科
学
の
ひ
と

つ
と
し
て
の
社
会
学
の
形
成
に
作
用
し
、
ま
た
規
制
し
て
ぎ
た
か
、
こ
れ
を
い

わ
ゆ
る
「
日
本
近
代
」
の
も
つ
問
題
性
の
う
ち
に
と
ら
え
な
お
し
て
い
く
こ

と
」
（
三
五
一
頁
）
を
主
題
と
し
て
い
た
が
、
著
者
が
「
市
民
社
会
」
自
体
を
ど

の
よ
う
に
と
ら
え
、
説
明
し
て
い
る
の
か
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
「
市
民
社
会
」
と

「
市
民
的
社
会
」
（
武
田
良
三
『
産
業
社
会
の
展
開
と
市
民
社
会
』
）
、
市
民
社
会
と
大

衆
社
会
、
市
民
社
会
と
労
働
者
階
級
、
一
九
〇
〇
年
代
前
後
・
一
九
二
〇
年
前

後
二
九
三
〇
年
代
前
後
の
社
会
問
題
の
変
化
、
そ
れ
ら
の
日
本
的
展
開
等
に

つ
い
て
も
う
少
し
言
及
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
つ
た
か
。

　
更
に
日
本
社
会
学
史
の
動
き
が
帰
す
る
と
こ
ろ
「
現
実
へ
の
追
随
と
外
国
理

論
へ
の
も
た
れ
か
か
り
」
で
あ
る
と
い
う
鋭
い
指
摘
は
、
今
日
に
お
い
て
も
な

お
も
真
摯
に
受
け
と
め
ざ
る
を
得
な
い
傾
向
で
あ
る
が
、
何
故
に
そ
う
な
つ
た
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紹
介
と
批
評

の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
か
ら
が
基
本
的
に
は
「
市
民
社
会
の
自
己
意
識
」
の

欠
如
や
そ
の
成
立
基
盤
と
し
て
の
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
性
に
も
と
め
ら
れ
る

に
し
て
も
、
科
学
運
動
自
身
の
も
う
一
つ
の
モ
ー
メ
ン
ト
、
現
実
と
の
対
応
の

上
で
足
を
踏
み
入
れ
な
が
ら
も
格
闘
し
つ
つ
思
想
営
為
を
試
み
よ
う
と
す
る
方

法
と
し
て
の
経
験
的
実
証
研
究
の
系
譜
や
社
会
運
動
に
も
眼
を
向
け
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
思
想
性
を
排
除
し
た
方
法
や
運
動
も
あ
り
得
な
い
し
、
多
分
に
制
約

的
で
あ
れ
実
証
研
究
史
や
社
会
調
査
方
法
史
等
か
ら
逆
に
目
本
社
会
学
史
を
照

し
出
す
方
向
（
実
証
科
学
と
し
て
の
社
会
学
の
系
譜
、
土
着
的
で
あ
り
な
が
ら
な
お
か

つ
普
遍
性
を
も
ち
得
る
思
想
営
為
の
系
譜
）
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え

ば
、
米
田
庄
太
郎
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
く
積
極
的

に
評
価
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
筆
老
も
同
感
す
る
が
、
大

正
期
に
お
け
る
実
証
的
調
査
研
究
の
動
き
や
米
田
庄
太
郎
↓
山
口
正
、
鈴
木
栄

太
郎
等
の
実
証
的
研
究
の
系
譜
に
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
日
本
主
義

社
会
学
、
国
体
社
会
学
が
思
想
史
的
に
は
新
し
い
も
の
で
は
な
く
す
で
に
明
治
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期
か
ら
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
本
書
全
体
の
構
成
の
中

で
諸
潮
流
と
の
相
克
と
し
て
浮
き
彫
り
に
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な

か
つ
た
か
と
も
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
点
は
本
書
の
鋭
い
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
た
体
系
的
な
内
容
に

比
す
れ
ば
、
直
接
的
な
問
題
点
と
は
な
ら
な
い
し
筆
者
な
り
の
些
細
な
読
後
感

に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
社
会
学
的
機
能
主
義
と
そ
の
批
判
、
批
判

的
社
会
学
・
現
象
学
的
社
会
学
・
日
常
性
の
社
会
学
・
知
識
社
会
学
等
の
動

き
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
社
会
学
、
マ
ル
ク
ス
主
義
社
会
学
等
の
諸
潮
流
が
激
し
く
揺

れ
動
き
二
転
三
転
し
て
「
社
会
学
の
危
機
」
が
い
わ
れ
る
状
況
に
お
い
て
、
本

書
に
み
る
学
史
研
究
の
よ
う
に
日
本
社
会
学
の
足
跡
を
し
つ
か
り
と
見
据
え
て

か
か
る
仕
事
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
本
書
は
広
く
読

ま
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
本
書
に
よ
つ
て
日
本
社
会
学
史
研
究
が
一
層
深
め
ら

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
三
五
二
頁
・
一
九
七
九
年
五
月
．
早
稲
田
大
学
出
版

部
・
二
九
〇
〇
円
）
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